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実践報告 
IPU X RHIT ローズハルマン工科大学学生がやってきた！ 
―日米学生合宿 2014― 
Japan-US three-day student seminar 2014 between IPU and RHIT― 
 
石川県立大学 新村 知子・山岸 倫子（教養教育センター） 
高瀬 恵次・長野 峻介   （環境科学科） 
 
１．はじめに 
 今回の合宿プログラムは、2014 年 3 月 2 日（日）
から 4 日（火）の二泊三日、石川県立大学の学生 18
名とアメリカ、インディアナ州のローズハルマン工科





















































































さらに 2 年後、2012 年後期には二回目の日米学生
合宿が企画された。この時のローズハルマン工科大生
は 20 名、引率教員も 2 名、受ける側の石川県立大学
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して本学の研究室を訪ねるイベント（Campus Tour – 




































































































































(2) 昼食とキャンパスツアー （Campus Tour – 





















































































































































































































IPU×RHIT Gasshuku Programに参加して 

































































IPU×RHIT Gasshuku Programに参加して 










































































環境科学科 長野 峻介 


















































































食品科学科1年 浮洲 あゆみ 
 最初はグループ行動のときに日本人は日本人、アメ
リカ人はアメリカ人で話していて、時々私たちが話し
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しさにとても助けられました。2 日目の夜や 3 日目に
はそれまで一方通行だった会話が、一つの質問からさ
らに広げられるようになりました。ただ、まだ簡単な
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く変えたである。 
 本学の学生たちの様子を遠くから見ている限り、最
初から笑顔だったので教員はほとんど問題がなかった
と思っていたが、見送りの後に男子学生に話を聞くと
このように言っていたので驚いた。「一日目は話が通じ
なくて、夜、県立大の男子全員で風呂場の脱衣場で『ど
うしよう』って三人で、暗くなって、本当に落ち込み
ました。けれど、その時のことが嘘みたいに、段々お
互いに言っていることが分かってきて、最後は全然大
丈夫でした！」これを聞いて、遠くから見ただけでは
分からなかった彼らの葛藤を知り、それを乗り越えた
からこその彼らの喜びと興奮を改めて感じた。そして、
本学の学生同士のチームワークでそれを勝ち取った彼
らを心から誇りに思った。 
 最後に、県立大に戻って書いた彼らの合宿の振り返
りとこれからの希望を読んだ。今回のことでたくさん
の自信を得た彼らは、多くの学生が「今まで躊躇して
いたことに勇気をもって踏み出していきたい」、「英語
力を上げていろいろな所に出かけて行きたい」、「新し
いことに挑戦したい」と述べている。また、本学内で
学年や学科を越えて、ともに努力し、苦労をして得た
仲間に対する友情や尊敬、感謝の念を述べている。 
普段の授業でなかなか学生の意欲を引き出せないで
苦労していることを考えると、この短い間に起こった
彼らの中の変化・成長は驚くべきものがある。国際交
流には確かにそのような力があると思う。しかし、現
実には形ばかりの国際交流や普通の海外旅行が多く、
その場合はこのような成果は望めない。「国際交流をし
ますので学生さんに参加してほしいんです」と言われ
て学生を連れていっても、ただ外国の学生たちと並ん
で座ったり歩いているだけだったり、一緒に写真を撮
ったりするだけだったりすることもある。何が国際交
流かと、学生と教員の心には虚しさしか残らない。国
際交流には、目標、そして仕掛けと準備が必要なので
ある。 
学生たちが成長・変化できる国際交流プログラムに
するためには、チームで色々なことに挑戦できる大枠
を教員側で設定し、それに取り組むやり方を自分たち
で決めさせ、実際に一人ひとりにほんの少しチャレン
ジングだけれど達成可能なタスクを与え、リハーサル
をさせて、互いに助け合わせるようにする。実際の本
番では、学生にすべての仕事を任せ、自分たちで相談
して、何でもやらせる。教員の仕事はすべての活動の
準備をして、本番を見守ることと、何か問題が起きた
時の問題解決である。文化や言葉の違う学生たちが一
緒に何かに挑戦し、お互いに助け合い、喜び合い、支
えあうような形での国際交流をこれからも本学が続け
ていけるなら、学生たちにとっては本当に貴重な経験
になることだろう。ローズハルマン工科大で様々な国
際交流を長年やってこられたクラーク氏がアメリカに
帰る前に言われた。「この学生たちは、今回の経験を一
生忘れることはないんです。若いときにこういうこと
を経験すると、本当に一生覚えているんですよ」と。
今回の本学の参加学生たちが今後、海外に行くことが
あっても、いや、たとえ海外に行かなくても、この合
宿の経験が彼らの将来に大きな力となっていくことを
信じてやまない。 
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